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ま
た
今
年
も
会
員
の
ご
協
力

を
い
た
だ
い
て
の
総
会
開
催
と

な
り
ま
し
た
が
、
恙
な
く
終
え

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ
と
、

改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
活
動
に
あ
っ
て
は

こ
こ
数
年
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
の
大
き

な
課
題
と
し
た
会
員
の
確
保
・

拡
大
、
就
業
の
場
の
確
保
・
拡

大
は
セ
ン
タ
ー
活
動
の
基
本
で

あ
り
、
活
力
の
源
と
な
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
で
縮
こ
ま
っ
た
躰
を

伸
ば
し
、
ジ
ャ
ン
プ
で
き

る
よ
う
、
会
員
の
皆
様
で

力
を
合
わ
せ
て
課
題
に
立

ち
向
か
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
残
る
コ
ロ
ナ
に
注

意
し
な
が
ら
、
元
気
に
進

ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

令
和
５
年
度
セ
ン
タ
ー

運
営
の
基
本
方
針
に
基
づ

き
、
次
に
掲
げ
る
六
項
目

に
つ
い
て
具
体
的
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
主
な
項
目
を
抜
粋
）

①	

会
員
の
拡
大
と
意
識
の
向

上
②	

就
業
の
拡
大
、
就
業
活
動

の
支
援
と
適
正
就
業
へ
の

取
り
組
み

③	

安
全
の
徹
底
と
健
康
管
理

④	

社
会
奉
仕
・
地
域
貢
献
活

動
の
展
開
と
展
望

⑤	

成
年
後
見
事
業
の
展
開

⑥	

組
織
運
営
等

第
44
回

定
時
総
会

福　島　和　男　理事長

令
和
5
年
度

　
事
業
計
画

令和 5年度 表彰者賞状授与式

理事長の挨拶で総会が始まった

来賓　左から並木傑市長、白井忠雄新座市議
会議長、安藤友貴埼玉県議会議員、平松大佑
埼玉県議会議員

受付風景

定時総会のもよう定時総会のもよう
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令
和
5
年
度

役
員
人
事
決
定

理
事
長	

福ふ
く
し
ま島　

和か
ず

男お

副
理
事
長	
石い

し
い井　

　

修お
さ
む

理　
　

事	

金か
ね
え
だ枝　

久ひ
さ

子こ

　

〃	

清し
み

水ず　

陽よ
う
す
け介

　

〃	

半は
ん
だ田　

　

茂し
げ
る

　

〃	

山や
ま
ぐ
ち口　

俊と
し
ろ
う朗

　

〃	

浅あ
さ
の野　

信の
ぶ

夫お

　

〃	

前ま
え
さ
こ迫

シ
ヅ
ヱ

　

〃	

立た
ち
か
わ川　

正ま
さ

雄お

　

〃	

太た

刀ち

川か
わ

和か
ず

男お

　

〃	

細ほ
そ
ぬ
ま沼　
　

栄さ
か
え

　

〃	

山や
ま

野の

邉べ

範の
り
か
ず一

　

〃	

鈴す
ず

木き　

明あ
き

子こ

　

〃	

平ひ
ら

野の　

静し
ず

香か

専
務
理
事	

片か
た
や
ま山　

佳よ
し
の
り則

監　
　

事	

島し
ま
む
ら村　

　

斎ひ
と
し

　

〃	

飯い
い
づ
か塚　

剛た
け
ひ
こ彦

地
域
活
動
部
会

事
業
活
動
部
会

組
織
活
動
部
会

就
業
開
拓
委
員
会

安
全
委
員
会

業
務
委
員
会

広
報
委
員
会

会
員
開
発
委
員
会

総
務
委
員
会

部
会
長

　山
口
俊
朗

部
付
理
事

　細
　
沼
　
　
栄

　〃

　
　平
野
静
香

部
会
長

　清
水
陽
介

部
付
理
事

　山
野
邉
　
範
一

部
会
長

　金
枝
久
子

部
付
理
事

　鈴
木
明
子

委
員
長

　山
口
俊
朗

副
委
員
長

　細
　
沼
　
　
栄

野
田
重
夫

岡
田
　
顕
太
郎

委
員

宇
佐
見
　
好
孝

高
橋
　
悠
紀
子

委
員
長

　前
迫
　
シ
ヅ
ヱ

副
委
員
長

　小
林
俊
一

委
員

吉
田
紀
生

尾
形
三
津
子

梁
川
淑
広

小
泉
悦
子

館
　
　
明
　
良

委
員

淺
見
功
正

渋
谷
　
サ
ヨ
コ

黒
子
雅
弘

松
森
　
�
理
子

小
　
松
　
　
正

委
員
長

　太
刀
川
和
男

副
委
員
長

　大
島
直
次

委
員

石
松
勝
子

佐
藤
静
子

磯
野
博
子

宇
田
川
　
正
夫

立
川
　
富
士
江

小
野
　
ひ
さ
子

松
木
章
子

委
員

栗
原
壮
二

清
見
倢
英

五
十
嵐
　
恭
子

久
保
徹
夫

神
澤
　
薫

委
員

牧
　
　
喜
代
美

加
藤
文
子

須
山
壽
雄

委
員
長

　半
　
田
　
　
茂

委
員
長

　立
川
正
雄

副
委
員
長

　中
村
和
明

委
員
長

　清
水
陽
介

成
年
後
見
委
員
会

地
域
活
動
委
員
会

大
和
田
　
　
進

井
上
陽
一

野
瀨
明
男

委
員

田
中
克
己

菅
井
武
弘

日
比
野
　
隆
三

委
員

柳
澤
　
眞
理
子

佐
々
城
�
知
子

髙
森
英
一

山
岸
光
一

内
藤
孝
一

山
田
　
美
知
子

三
宅
新
吾

委
員
長

　浅
野
信
夫

副
委
員
長

　草
刈
朝
光

委
員
長

　金
枝
久
子

部会・委員会メンバー 一部、人事異動がありました。令和5年度の
部会・委員会の新たなメンバーを紹介します。

理事会
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委
員
会
に
初
出
席
し
、
配
付
資
料
を

見
て
名
称
が
異
な
る
こ
と
に
気
が
つ
い

た
。
正
式
に
は
表
彰
に
値
す
る
人
物
を

公
平
で
公
正
に
選
考
を
行
う
た
め
に
設

置
さ
れ
た
「
選
考
委
員
会
」
で
あ
る
。

　

８
委
員
会
か
ら
各
１
名
と
事
務
局
長

で
構
成
さ
れ
て
、
総
務
委
員
会
委
員
長

が
委
員
長
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
定
刻

前
に
入
室
し
「
初
め
て
で
よ
ろ
し
く
」

と
い
う
と
、先
着
３
名
の
内
２
名
が「
私

も
で
す
」
と
の
こ
と
。
８
分
の
３
が
新

任
。
会
議
冒
頭
に
理
事
長
の
挨
拶
。

〈
優
秀
賞
〉
栗
原
　
壮
二

『
慣
れ
る
程

基
本
動
作
の
再
確
認

手
順
を
守
っ
て
事
故
防
止
』

〈
入
　
選
〉
土
屋
　
芳
夫

『
安
全
は
一
人
ひ
と
り
の
心
掛
け

守
ろ
う
ル
ー
ル
と
指
差
呼
称
』

〈
入
　
選
〉
石
上
　
健
藏

『
罰
則
は
無
い
け
ど
被
る

ヘ
ル
メ
ッ
ト

被
っ
た
お
か
げ
で

軽
い
ケ
ガ
』

〈
佳
　
作
〉
中
村
　
和
明

『
一
人
ひ
と
り
の
心
掛
け

睡
眠
食
事

フ
レ
イ
ル
体
操

自
分
で
作
る
健
康
体
』

〈
佳
　
作
〉
五
十
嵐
　
恭
子

『
無
事
と
い
う
言
葉
の
重
さ

か
み
し
め
て

逸
る
心
に
一
呼
吸
』

〈
佳
　
作
〉
金
澤
　
助
四
郎

『
慣
れ
た
こ
と

行
う
時
こ
そ

慎
重
に
』

　

こ
こ
に
き
て
従
来
に
な
い
会
員
の
落

ち
込
み
に
憂
慮
し
て
い
る
。
現
在
の
共

通
課
題
と
し
て
、
会
員
拡
大
に
「
み
ん

な
で
協
力
さ
れ
た
い
」と
述
べ
ら
れ
た
。 

　

討
議
の
第
１
号
該
当
者
（
役
職
永
年

貢
献
）
は
、
各
職
群
正
副
班
長
、
地
区

長
。
第
４
号
は
委
員
会
リ
ス
ト
か
ら
の

該
当
者
選
出
で
あ
る
。
リ
ス
ト
を
見
る

と
３
年
か
ら
13
年
と
在
任
期
間
に
大
き

な
違
い
が
あ
る
。
事
務
局
長
か
ら
新
任

者
に
「
表
彰
基
準
は
退
任
時
の
た
め
差

が
出
る
」
と
説
明
が
あ
っ
た
。
今
年
は

計
18
名
が
該
当
し
承
認
さ
れ
た
。

第 1号該当者（地区長・地区委員・職群班正副班長として
3 年以上に亘りセンター事業に貢献し、その功績が顕著
であると認められた者）
肆矢　良司　職群班長４年９ヶ月 
清水　義之　職群班長４年
飯野　秀雄　職群班長３年
山田　英之　職群班長３年６ヶ月
太刀川和男　職群班長・地区長６年
橋本　淑子　地区長・地区委員 11 年
滝澤　正純　地区委員７年
今野　孝昭　職群班長・地区委員５年
柳田　慶子　地区委員３年
伊藤　　守　地区長・地区委員 13 年
田本　　勝　地区委員３年
小林　　泉　地区委員５年 
葛巻　秋子　地区委員３年
尾澤　宏昭　地区委員５年
第 4号該当者（各委員会委員若しくは役員）
河合　　均　総務委員５年 11 ヶ月
柴田　　進　業務委員４年
杉山　保文　成年後見委員４年
高橋美智代　親睦会７年
第 6号該当者（センターの発展に貢献し功績が顕著な事業

所・団体等）
特定非営利活動法人 新座子育てネットワーク　継続５年以上
㈱キャビテックビルコミュニティ　継続５年以上
㈱日創美装　継続５年以上
フルテック㈱東京支店　継続５年以上

令
和
五
年
度
表
彰
者

令
和
五
年
度

安
全
標
語
優
秀
作（
敬
称
略
）
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新座市SCのリサイクル自転車販売担当の北岡郁三さん（左）と中屋怜さん

場内の特設ステージではダンスや演奏も披露されたかき氷や焼きそばを売るフードコーナーに長い列

新座市のイメージキャラクター
のゾウキリンも来場した

　

第
30
回
新
座
市
福
祉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

が
５
月
28
日
、
市
役
所
駐
車
場
と
市
民
会

館
で
開
か
れ
、
市
内
68
団
体
が
模
擬
店
出

店
や
ス
テ
ー
ジ
発
表
な
ど
で
参
加
、
約

１
万
２
０
０
０
人
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
っ

た
。

　
「
心
の
か
よ
う
福
祉
社
会
を
め
ざ
し
て

広
げ
よ
う
ふ
れ
あ
い
の
輪
を
」
を
テ
ー
マ

に
市
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
で
つ
く
る
実

行
委
員
会
が
コ
ロ
ナ
禍
の
３
回
中
止
を
経

て
４
年
ぶ
り
に
開
催
し
た
。

　

第
１
回
か
ら
参
加
し
て
い
る
新
座
市
SC

は
お
な
じ
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
自
転
車
販
売

を
出
店
。

　

30
年
近
い
ベ
テ
ラ
ン
の
北
岡
郁
三
さ
ん

と
、
も
う
す
ぐ
３
年
に
な
る
中
屋
怜
さ
ん

の
２
人
が
、
普
段
は
引
き
取
っ
た
放
置
自

転
車
を
新
品
並
み
に
再
生
し
て
い
る
石
神

の
販
売
所
か
ら
会
場
の
テ
ン
ト
に
６
台
を

陳
列
。
消
費
税
と
防
犯
登
録
料
込
み
で

８
０
０
０
円
か
ら
の
値
段
は
魅
力
的
で
こ

の
日
２
台
が
売
れ
た
。

　

油
圧
部
品
の
製
造
会
社
員
だ
っ
た
北
岡

さ
ん
は
「
機
械
扱
い
が
好
き
で
」、
中
屋

さ
ん
も
「
再
生
す
る
の
が
楽
し
い
」。
業

務
に
張
り
合
い
を
感
じ
て
い
る
そ
う
だ
。

（
梁
川
）

新座市福祉フェスティバルで活躍
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　日本舞踊は尾上流で、拠点は東京・新宿区内にある。関東の全教室が集まって年１回開かれていた発
表会は、コロナ禍で 4年前を最後に開催されていない。自身もしばらく教室通いを見合わせていたが、
コロナの収束状況を見ながら再開したいと思っている。
　20代後半に日本舞踊と出会って40年以上になる。故郷の福岡県八女市から上京し就職。着物が好きで
母が作ってくれた着物を着ているのを見た友人が、自分の通う尾上流の教室に誘ってくれたことがきっ
かけだった。舞台公演を何度か見せてもらううちに師匠から声をかけられ入会して週１回稽古に通うよ
うになった。
　｢先生は各地に根付いた農作業の後の憩いの踊りや歌を『土の踊り』と表現されました。そして、伝統
の日本舞踊を学びつつ、土の踊りの良さをみんなに知ってほしい、そのために教室を作ったとおっしゃ
っていました」。その考えに共感し、己を磨くために教室に通う。また、娘も小学 5年から同じ教室に通
っている。
　新座市には定年で勤めをやめた10年ほど前に引っ越して来た。高齢化が進む新座団地で、ゴミ出しや
買い物代行などのボランティア活動をする「おたすけ隊」で会計を担当。シルバーで地区長も務めてい
る。（梁川）

輝くシニ
ア

の時代

発表会で踊る田中ハツヱさん（写真は2枚とも本人提供） 娘さん（左）と踊る田中さん

田中 ハツヱさん
新座ふれあいの家就業

新座市ＳＣ親睦会幹事（会計）
16地区長
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　SCの元、現副理事長が活動の中心に座る賑やかなチーム･キャロットである。設立は平成26年。「地域
活性化に貢献する活動を行う」という大きな目的に向け結成されたチームだと胸を張る。平成27年には
新座市市民公益活動保証制度登録済だ。当初はこぢんまりとして 7 、 8 人のメンバーが駆けずり回り、
やっと形にしていく過程を私は見てきた。満 9年の間に、男性12名､ 女性11名、顧問 2名という集団に
育ち、新型コロナウィルス蔓延の 3年を除き活発な活動を続けてきた。
　はじまりは 6月の西分町内会の「ほたるまつり」に相乗りしての『灯明まつり』だった。地元企業等
の協賛を受けて最大2000灯の灯明に陣屋･野火止･大和田小学校等の児童が絵付けをし、野火止用水緑道
に点灯。その上、跡見･十文字両女子大、立教大学生が協力、西分町内会の予想を超えるものに発展して
きた。絵付けには地元の著名人の協力もあり、まつりに来られた方々も興味津々で見て回り混雑するよ
うになった。
　そのため昨年からふるさと新座館前の「ふるさと新座館」との共同開催に切り替えた。今年（令和 5年）
は、10月28日（土）に同所で実施するとのこと。「ぜひお運びを」と全員に頭を下げられた。2000灯もの
絵付けを準備し、点灯し会場に並べ、終了後は撤収･補修をおこない、翌年までの保管は大変煩わしい作
業だ。これらを分担し毎年行うのは、余程会員の一人一人の意識が高くないと長くは続けられない事だ。
　これとは別に児童センターの活動で年４回の「フードパントリー支援」を行っている。まだまだやる
気十分のチームである。（吉田）

会員の皆様に元気をお届けします

チーム・キャロット
舘内　實さん	元SC副理事長
石井　修さん	現SC副理事長
	 志木駅南口地下駐輪場就業
横山　勇さん	広報ポスティング全般
	 法臺寺清掃長就業
銀山　寛さん	新堀ふれあいの家就業
大宮明子さん　並木操子さん前列左から銀山、舘内、

石井の各氏、後列は横山氏

2022. 6
チームキャロット灯明祭り
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ニ
ュ
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。

新
・
健
康
ニ
ュ
ー
ス
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「私の物忘れ防止法」

▶ハトガマメクッテキー◀
　新人の頃、先輩と得意先へ同行することになった。
車の中で名刺入れを忘れてきたことに気が付いた。そ
の時は厳しく注意をされたが、会社に帰ってから「部
屋のドアにこれを貼っておきなさい」と小さな紙きれ
を渡された。そこには『ハトガマメクッテキー』と書
いてあった。ハ（ハンカチ）ト（時計）ガ（がま口）マ（万年
筆）メ（免許証と名刺入れ）ク（櫛）テ（手帳）キー（キー類）
と朝、復唱確認してから出社しろというのだ。年老い
てからの物忘れ対策としてもこれが最善手と今も先輩
に感謝している。今も自分の部屋のドア、TV画面の
右上隅に色とりどりの付箋紙が活躍している。
     （次はおでこに付箋を貼る男　大和田70歳）

▶認知症対策が裏目に？◀
　75 歳を過ぎると運転免許更新時に、認知症テスト
が義務付けられる。どんな問題が、どんな手順で出さ
れるのか、先輩にリサーチした。するとインターネッ
トに公開されており毎回出題内容は変わらないのだと
いう。早速覗いてみると、16 枚のカードに４コマず
つ（計 64 コマ）、楽器、昆虫、動物、武器などの絵
が描かれており、一度見せられた後に別な作業をさせ
られる。しかる後、動物では何が、楽器では何が描か
れていたかを１つだけ（計 16）だけ答える。この時、
暗記して臨むと描かれていなかった動物や武器まで答
えてしまう羽目に陥る。記憶力対策が却って仇になっ
  た訳だ。お気を付けて。（前のめりな男　愛宕76歳）

▶健康エクササイズで対策◀
　数年前、人は60歳を超えたら ｢キョウイク｣ と ｢キョ
ウヨウ」が必要だという記事を雑誌で読んだ。｢キョ
ウイク」とは、今日行くところがある。｢キョウヨウ｣
とは今日、用がある。なるほど！そういえば、手の指
を見て、中指にできていたペンダコもいつの間にか小
さくなり、いかに手書きで文字を書かなくなっている
かに改めて気付き、反省。最近は出来るだけ手書きで
文章も書くようにして、時間がある時は、億劫がらず、

（PCの漢字変換に頼らず）こまめに辞書を引く。先日、
東北コミセンに行った時、｢健脳エクササイズ｣ とい
う８頁の冊子があったので参考にと一部もらってきた。
good timing。  （薄れゆく記憶に足掻く女　東74歳）

▶お手本は94歳◀
　一昨年程前、青森県五所川原市で笹餅を作って売っ
ている、94歳女性のドキュメンタリー番組に１時間
釘付けになってしまった。先ず、餡にする小豆作りか
ら始まり収穫後その小豆で餡を作り、餅に使う蓬と、
それを包む笹を採りに山に入り、使う分だけ採ってき
て‥何しろ全て自分一人での作業。何故、手伝っても
らわないか？の質問に彼女曰く、自分の母親から言わ
れた言葉だけど、人間、五体満足であれば、それを休
みなく使い続ける事。頭、目、手、指、足、全て。
　私に真似は出来ないけれど体が動く限り心がけてい
ます。これも物忘れ防止につながる・・と。

（物忘れ防止法ミッケた70歳　野火止女）

次回は「私のＢ級グルメ？」をテーマに大募集します。気楽に、異論・暴論・呆言をお寄せください。

   ▶大学ノート50年ぶりの出番◀
　定年退職をしてから年をとるにつれ「物忘れ」が段々
と激しくなってきた様に思う、「原因と対策」を考え
ねば。サラリーマン生活が永く、急に緊張感が無くな
った？ はたまた体の異変か。若い頃は自分の都合で
忘れたフリをする(時々 )、しかし今は少し様子が違う。
メモ書きがあちこちに貼ってある、時には何のメモか
も判らなくなる始末。そこで書き残しの黄ばんだ大学
ノートの出番。メモなどは内容別に貼り、封書などは
挟み込む。一応「対策」は完璧かなと思いきや、見る
とノートは「私の腹の如し」パンパン！まぁ～いいか。
スマホ・小物と家内の誕生日（最重要）対策はいずれ。

（さかえ村のたぬき　栄77歳男）

     ▶漢字ドリルを時々少し◀
　最近、認知機能が低下中だと感じる。冷蔵庫や机の
前に行くとよく「はて、私は何をしに来たんだっけ？」
となる。｢う～ん｣ としばし考えると思い出すことも
ある。でもちょっと心配なので、ブック○○で漢検用
ドリルを 220 円で買ってきた。この値段なら途中で
やめても惜しくない。ドリルで少しは脳が活性化する
といいな。早速書けるようにして自慢なのが ｢鬱｣ で
ある。｢林の中に缶づめ、屋根の下のうつわに×と 4 粒、
下にヒ、右に斜め三｣ とイメージする。覚え方を考え
るのが脳に良さそう。
               （脳の老化に抵抗中の女　野火止68歳）
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　会員の皆さんのこれまでの人生で、心に残った経
験や作品や１シーンなどをご紹介ください。ジャン
ルは問いません。約380字と写真やイラストです。

日本海沿岸北上の旅
　少し古い話になりますが、やってみたかったロングド
ライブ兼撮影旅行を定年を機に計画、実行しました。
　日本海沿岸北上の旅です。島根県松江をスタートに鳥
取県の砂丘。京都府の舟屋で有名な伊根町。天橋立。能
登半島輪島千枚田。新潟
県親不知経由で高速道路
をなるべく利用せず海岸
線を走る６泊７日気まぐ
れな１人旅でした。
　日本海沿岸は、太平洋
沿岸と比べると町と町の間に小さな港が点在し、起伏に
富んだ自然豊かな海岸線など被写体に事欠かない風景が
ありました。一番撮りたかった景色は撮影スポットとし
て有名な松江の宍道湖に沈む夕日でした。当日は残念な
がら天候に恵まれず満足できる写真を撮る事ができませ
んでしたが、空模様を気にしながら三脚片手に湖岸に陣
取り、その瞬間を待っていた時間はよき思い出として記
憶に残っています。

また無駄なコレクションが始まった
　自転車乗車にはヘルメットをと言われるが、町中の九
分九厘はかぶっていない。80歳の誕生日に免許を返納
し、今は写真撮影を含めもっぱら移動手段は自転車が中

心だ。三富新田辺りま
で川越街道を走って
いる。
　車道を走るため、脇
を大型トラックが疾
走する。風に煽られ、

身の危険を感じることが多い。一念発起してヘルメット
を購入。
　草野球以来のメットだ。店頭は種類が少なくネットサ
ーフィンに。1,500 ～ 100,000円とよりどりみどり
の中から、バイク125ccまでの本格派ハーフキャップ
を選択。税込4,389円だ。3日後に届き、かぶると暑い。
風が通らず、もう１個購入する。慣れ親しんだ草野球の
メットに近く3,949円。TPOで使い分け、夏場はこち
らをメインと決めた。まだまだ増えるかも？

香港飲茶の「腸
ちょうふん

粉」
　中国に返還される前、香港に旅行して初めて腸粉を食
べました。メニューの腸粉という文字にびっくりしまし
たが、試しに注文してみました。出てきたのは、大きな
クレープの中にエビやチャーシューなどの具が巻かれて

入って、ふっくらと蒸された料
理でした。熱々で、少し甘い醤
油味のタレがかかっていて、ほ
っぺたが落ちそうなくらいの
美味でした。腸粉の「腸」は、
形が腸に似ているから。
　そして「粉」は料理用語で、
米などを粉にしてから水に溶
かして加工した食品のことだ
そうです。韓国語でもトッポキ

やラーメンなどを粉食と言うので同じですね。先日、横
浜中華街で香港飲茶の店を見つけたので、嬉々としてエ
ビとチャーシューの腸粉を注文しました。ですが、美味
しさは“今百歩”でした。

句集「夕照」を会員の出版社から刊行
　山里の真昼ねむたし瓜の花
　句に触発されて、作者が見ていただろう情景が目に浮
かぶ。夏の光が眩しい昼下がり山里は緑に埋もれている。
せつない程の静けさの中、疎らな民家が風景に溶け込み
眠気を誘う。お気に入りのポケットウヰスキーは半分程
になっている。胸に秘めたる想いを吐き出す事が出来ず、
すれ違う村人は無く、行く宛ても無く一人一本道を牛歩
の如く歩く。道端にまではい出た瓜の花にふと気付き、
それは切りとった１枚の額絵の様で
ある。心地よいがどこか気だるい酔
いが醒め、我に返ると、現実の世間
に引き戻される。「何故、此処にい
るのだろう、何故、生きているのだ
ろう」と頭のなかで呟いてみる。
　作者２冊目の句集が「蒼い馬書
房」から出版された。発行者は新座市シルバー人材セン
ター会員でもある大島直次氏である。著者である勝呂睦
男氏は元会員であり、広報委員会の大先輩でもある。

HelmetYum cha

（新座2　木村　純） （道場１　太刀川 和男）

(北野３　吉田　紀生)（野火止 7　尾形 三津子）

Drive Haiku
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地
域
交
流
の
充
実
を
目
指
す

親
睦
会
会
長
　
後
藤
　
勝
義

▼
親
睦
会
だ
よ
り
（
令
和
５
年
度
総
会
）

※
新
任

・
幹
事
小
菅
さ
ち
よ（
あ
た
ご
）

・
監
事
吉
川　

京
子（
大
和
田
）

※
役
職
変
更

　

会
計
か
ら

・
幹
事
橋
本　

淑
子（
野
火
止
）

　

幹
事
か
ら

・
会
計
田
中
ハ
ツ
ヱ（
新
座
）

※
退
任

・
幹
事
佐
々
木
俊
一（
石
神
）

・
監
事
高
橋
美
智
代（
野
火
止
）

　

６
年
ぶ
り
に
新
サ
ー
ク
ル
誕

生
、
親
睦
会
サ
ー
ク
ル
は
８
サ

ー
ク
ル
に
な
り
ま
す
。

　

健
食
交
流
会
は
、
令
和
５
年

４
月
１
日
に
９
地
区
の
会
員
中

心
に
健
康
で
楽
し
い
毎
日
を
過

ご
す
た
め
、
お
い
し
い
も
の
を

食
べ
、
食
を
通
し
て
仲
間
と
交

流
を
す
る
こ
と
を
目
的
に
発
足

し
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
の
入

会
を
心
か
ら
歓
迎
し
ま
す
。

・
メ
ン
バ
ー
は
現
在
14
名

・
活
動
場
所

　

野
火
止
公
民
館

・
年
会
費

　

実
費
（
１
、０
０
０
円
）

・
今
年
度
の
活
動
で
す
。

６
月
16
日
、
９
月
15
日
、

12
月
15
日
、
３
月
15
日
。

　

全
て
金
曜
日
の
午
前
・
午
後

１
人
で
も
簡
単
に
美
味
し
い
も

の
を
作
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う

に
、
み
ん
な
で
教
え
あ
う
和
気

藹
々
の
会
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

（
連
絡
先
櫻　

博
子
０
４
８︲

 

４
７
９︲

６
２
２
５
）

　

M
ail:roco@

m
x6.nisiq.net

新
・
サ
ー
ク
ル
紹
介

「
健
食
交
流
会
」

　

会
員
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り

親
睦
会
事
業
に
ご
理
解
と
ご
協

力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
の
総
会
は
、
６

月
18
日
（
日
）
市
民
会
館
中
ホ

ー
ル
で
SC
定
時
総
会
に
ひ
き
続

き
開
催
。
今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
も
落
ち
着
き
、
参
加
者
の

表
情
も
明
る
い
様
子
で
し
た
。

　

SＣ
事
業
は
シ
ル
バ
ー
会
員
の

「
就
業
活
動
」
な
ど
の
社
会
的

役
割
を
基
本
と
し
て
お
り
ま
す

が
、
親
睦
会
は
新
春
の
つ
ど

い
・
親
睦
会
文
化
祭
・
春
、
秋

の
日
帰
り
旅
行
・
サ
ー
ク
ル
活

動
な
ど
会
員
相
互
の
交
流
が
目

的
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
令

和
４
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

拡
大
で
親
睦
会
事
業
が
ほ
と
ん

ど
出
来
な
い
状
況
で
し
た
。
そ

こ
で
新
し
い
事
業
を
模
索
し
、

デ
ジ
タ
ル
化
で
こ
れ
ま
で
ス
マ

ホ
講
座
を
３
回
行
い
、
ま
た
、

令
和
３
年
度
か
ら
シ
ル
バ
ー
川

柳
の
募
集
を
年
１
回
の
ペ
ー
ス

で
実
施
し
て
参
り
ま
し
た
。
ス

マ
ホ
講
座
に
つ
い
て
は
ア
ン
ケ

ー
ト
で
も
っ
と
多
く
増
や
し
て

ほ
し
い
と
の
こ
と
も
あ
り
今
年

度
か
ら
年
６
回
。
シ
ル
バ
ー
川

柳
に
つ
い
て
は
年
２
回
実
施
し

て
参
り
ま
す
。

　

今
年
度
の
親
睦
会
は
２
名
の

新
役
員
を
迎
え
総
勢
13
名
で
ス

タ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。
役
員
一

同
、
皆
様
の
期
待
に
添
え
る
よ

う
努
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
ご
鞭
撻
の
程
宜
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
度
、
親
睦
会
活
動
と
し

て
次
の
７
項
目
を
中
心
に
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

①
新
春
の
つ
ど
い

　

毎
年
１
月
中
旬
予
定

②
親
睦
会
文
化
祭

　

令
和
６
年
３
月
頃
、
親
睦
会

独
自
に
文
化
祭
的
な
催
し
を
模

索
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

③
日
帰
り
旅
行
春
・
秋

　

春
の
日
帰
り
旅
行
は
本
年
５

月
末
実
施
済
み
、
秋
の
日
帰
り

旅
行
は
10
月
頃
予
定
。

④
サ
ー
ク
ル
活
動

　

サ
ー
ク
ル
会
合
を
７
月
12
日

に
実
施
、
ま
た
、
サ
ー
ク
ル
助

成
金
に
つ
い
て
も
、
会
員
数
に

比
例
し
て
配
布
し
ま
す
。

⑤
地
域
活
動
と
連
携
強
化

　

親
睦
会
役
員
が
各
地
区
の
懇

話
会
等
の
会
合
に
積
極
的
に
参

加
し
て
参
り
ま
す
。

⑥
福
利
厚
生
に
つ
い
て

　

地
区
の
福
利
厚
生
の
一
助
と

し
て
「
地
区
厚
生
事
業
助
成

金
」
を
実
施
し
ま
す
。

⑦
新
事
業

　

ス
マ
ホ
講
座　

年
６
回

　

シ
ル
バ
ー
川
柳　

年
２
回

令
和
５
年
度
親
睦
会
役
員

新
任
・
変
更
・
退
任

令
和
5
年
度
の
事
業
計
画

訂
正　

1
1
5
号
で
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
銀
声
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ
の
代
表
者

は
萩
元
義
明
氏
か
ら
堤
勇
次
氏
に
代

わ
り
ま
し
た
。（
０
９
０︲

９
３
２
６︲

４
４
１
２
）

新任の小菅さちよさん（左）と
吉川京子さん
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〈
企
画
編
集
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報
委
員
会
〈
編
集
人
〉大
島
直
次

【
表
紙
の
呟
き
】

　

代
表
的
な
夏
の
花
を
選
ん
だ
。

今
ま
で
は
安
易
に
キ
ツ
ネ
ノ
カ

ミ
ソ
リ
や
向
日
葵
。
夏
の
代
表

選
手
の
一
番
手
は
な
ん
と
い
っ

て
も
紫
陽
花
で
し
ょ
う
。

　

長
年
同
居
す
る
女
が
、
ベ
ラ

ン
ダ
い
っ
ぱ
い
に
各
種
紫
陽
花

の
鉢
を
丹
精
し
て
い
る
。
毎
年

撮
っ
て
い
る
内
か
ら
好
き
な
カ

ッ
ト
を
チ
ョ
イ
ス
し
た
。（
吉
田
）

第
1
回
（
4
月
28
日
開
催
）

①
令
和
４
年
度
事
業
報
告
が
報

告
さ
れ
承
認
さ
れ
た
。

②
令
和
４
年
度
計
算
書
類
及
び

付
属
明
細
書
類
並
び
に
財
産

目
録
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
承

認
さ
れ
た
。

③
正
会
員
（
４
月
分
）
男
性
７

名
、
女
性
７
名
、
合
計
14
名

の
新
規
正
会
員
の
入
会
が
承

認
さ
れ
た
。

【
4
月
末
現
在
正
会
員
数
は

１
７
５
６
名
】

④
役
員
利
益
相
反
取
引
に
つ
い

て
承
認
さ
れ
た
。

⑤
３
月
分
の
実
績
に
つ
い
て
報

告
さ
れ
た
。

第
2
回
（
5
月
31
日
開
催
）

①
令
和
４
年
度
事
業
報
告
・
令

和
４
年
度
計
算
書
類
及
び
付

属
明
細
書
類
並
び
に
財
産
目

録
に
つ
い
て
最
終
決
定
を
行

っ
た
。

②
第
44
回
定
時
総
会
の
招
集
に

つ
い
て
報
告
さ
れ
承
認
さ
れ

た
。

③
第
44
回
定
時
総
会
の
議
案
に

つ
い
て
報
告
さ
れ
承
認
さ
れ

た
。

④
正
会
員
（
５
月
分
）
男
性
９

　
「
福
祉
」
を
広
辞
苑
で
引
く

と
「
幸
福
」
と
出
て
き
ま
す
。

「
愛
」
と
要
約
す
る
教
授
も
い

ま
す
。
こ
れ
に
制
度
や
奉
仕
の

思
想
を
加
え
る
と
「
社
会
福

祉
」
と
な
る
そ
う
で
す
。

　

さ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
し

て
い
た
︽
福
祉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
︾
が
久
し
振
り
に
再
開
さ
れ
、

好
天
に
恵
ま
れ
多
く
の
来
場
者

で
賑
わ
い
ま
し
た
。
こ
の
中
に

は
地
元
大
学
の
学
生
さ
ん
も
少

な
か
ら
ず
い
ま
し
た
。

　

当
ＳＣ
も
古
株
と
し
て
恒
例
の

リ
サ
イ
ク
ル
自
転
車
販
売
で
参

加
致
し
ま
し
た
。
当
セ
ン
タ
ー

の
も
う
一
つ
の
理
念
で
あ
る
社

会
福
祉
の
具
現
化
に
向
け
た
取

り
組
み
を
紹
介
す
る
場
に
な
り

ま
し
た
。

　

直
接
の
活
動
者
へ
の
感
謝
を

込
め
て
１
ペ
ー
ジ
を
割
い
て
掲

載
致
し
ま
し
た
。
又
、
奇
し
く

も
︿
キ
ャ
ロ
ッ
ト
﹀
グ
ル
ー
プ

の
記
事
を
掲
載
致
し
ま
し
た
。

町
内
会
や
地
元
大
学
生
と
協
同

し
て
、
地
域
活
性
を
目
的
と
し

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。

い
ず
れ
も
ＳＣ
で
な
け
れ
ば
出
来

な
い
社
会
福
祉
と
の
関
わ
り
方

だ
と
思
い
ま
す
。   （
太
刀
川
）

名
、
女
性
８
名
、
合
計
17
名

の
新
規
正
会
員
の
入
会
が
承

認
さ
れ
た
。

【
5
月
末
現
在
正
会
員
数
は

１
７
６
０
名
】

⑤
第
44
回
定
時
総
会
被
表
彰
者

に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

⑥
4
月
分
の
実
績
に
つ
い
て
報

告
さ
れ
た
。

⑦
監
査
報
告
が
報
告
さ
れ
た
。

第
3
回
（
6
月
30
日
開
催
）

①
正
会
員
（
６
月
分
）
男
性
17

名
、
女
性
14
名
の
新
規
正
会

員
の
入
会
が
承
認
さ
れ
た
。

【
6
月
末
日
現
在
正
会
員
数
は

１
７
２
２
名
】

②
５
月
分
の
実
績
に
つ
い
て
報

告
さ
れ
た
。

③
セ
ン
タ
ー
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

記

後

集

編

理
事
会
報
告

　

｢

経
験
を
活
か
し
て
、
お
仕

事
を
し
た
い
と
い
う
お
友
達
が

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
是
非

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
ご

紹
介
下
さ
い
。
お
二
方
に
粗
品

贈
呈
」
と
い
う
会
員
紹
介
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
中
。
こ
の
新

規
入
会
希
望
者
紹
介
用
紙
は
会

員
各
位
に
配
布
済
で
す
が
、
事

務
局
に
も
置
い
て
あ
り
ま
す
。

　

日
常
活
動
は
︿
定
期
入
会
説

明
会
﹀
毎
月
２
回
、
セ
ン
タ
ー

で
実
施
。︿
移
動
入
会
説
明
会
﹀

は
６
月
、
11
月
、
２
月
に
各
公

民
館
・
コ
ミ
セ
ン
で
実
施
し
て

い
ま
す
。

（
日
程
は
ゆ
う
ゆ
う
通
信
折
込

や
新
聞
一
般
紙
折
込
で
）。

　

令
和
５
年
度
は
、
入
会
説
明

会
の
み
で
は
な
く
、
長
期
在
籍

会
員
、活
動
貢
献
会
員
、夫
婦
・

家
族
会
員
等
に
対
す
る
制
度
の

見
直
し
や
特
例
の
検
討
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

又
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
埼
玉
連
合
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

相
乗
り
、
地
域
活
動
委
員
会
へ

の
協
力
依
頼
等
々
あ
ら
ゆ
る
機

会
を
活
用
し
な
が
ら
、
他
の
委

員
会
・
理
事
会
と
連
携
し
て
事

業
実
現
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

会
員
開
発
委
員
会

訃
　
報

柳
澤
　
幸
男
様
（
89
歳
）

野
寺
２
丁
目

成
田
　
常
夫
様
（
86
歳
）

野
火
止
１
丁
目

石
丸
　
義
和
様
（
82
歳
）

野
火
止
８
丁
目

久
保
野
照
子
様
（
80
歳
）

野
火
止
３
丁
目

二
宮
　
梅
夫
様
（
76
歳
）

新
座
３
丁
目

木
村
　
文
夫
様
（
82
歳
）

栗
原
５
丁
目

齋
藤
　
喜
義
様
（
86
歳
）

野
火
止
３
丁
目

　

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。


